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ある日次男が地元の里山「かぶ

と山」で、美しい青紫色の羽を持つボ

ロボロのチョウを捕まえてきた。

「もしかして国蝶のオオムラサキ？」

調べてみると本物だった。地元に国蝶

がいることがうれしくて、それからは、

かぶと山のギフチョウやオオムラサキ

の調査をするようになった。

時期は高度成長期。開発事業が盛んで、

かぶと山にもドライブウエーを作る計

画が上がった。

「わずか百数十メートルしかないかぶ

と山を開発したら豊かな自然環境だけ

でなく、山そのものが消えてしまう」

危機感を覚えた

樋口さんは、82

（昭和57）年、オ

オムラサキが生

息する豊かな自

然を守ろうと「近

江・オオムラサ

キを守る会」を

発足させた。

当時はまだ環境保護といった考えが一

般に浸透しておらず、２人だけのスター

トだった。マスコミの力もあり、かぶ

と山にオオムラサキが生息しているこ

とが広く知られ

るようになると、

ドライブウエーの計画は断念され、代

わりに遊歩道が新設された。

活動は徐々に理解が広がり、現在では

会員約30人、県外からの参加者も多い。

主な活動は増殖活動、調査活動、啓発

活動の三つだ。

当初10年間はオオムラサキの減少を

止めるために増殖活動に力を入れた。

地元の小学生らと一緒に、越冬幼虫を

放したり、成虫の放蝶会を行い、大空

へ羽ばたくオ

オムラサキを

見て大満足

だった。

ところが追跡

調査の結果、

効果が出てい

ないことが分

かった。

「人工飼育が近道だと思っていました

が、環境の許容を超えた数を放すこと

が本当に正しいのか、環境の悪化がオ

オムラサキ減少の原因だとしたら環境

を整えない限り同じことの繰

り返しではないか……」

そう考えた樋口さんは増殖活

動を止め、調査と啓発に力を

入れた。

発足から月に１回発行してきた手書き

の会報は６月で359号になっている。

オオムラサキの存在はもちろん、それ

を取り巻く環境

の実態を知って

もらうことが一

番大切だと考え

ている。

地元の息長小学

校では20年前

から毎年、小学３年生とオオムラサキ

の飼育を続けている。夏休みの自由研

究にオオムラサキや環境をテーマにす

る子も多く、樋口さんの思いは次世代

を担う子どもたちに届いている。

また、春は里山で摘んだ野草の天ぷら

を試食、夏はオオムラサキの観察会、

初冬は越冬幼虫を数える「カウント調

査」など、季節ごとの観察会も開催、

多くの人が参加している。

「30年間続けてきた環境調査の結果は

残念なことに悪化の一途です。このま

ま何もしなければ、いずれオオムラサ

キは姿を消してしまいます。みんなの

生活が30年以上前に戻るのが理想で

すが、それは無理。まずは自分にでき

ることから環境に優しい生活

を心がけてほしいですね」

樋口さん自身、早寝・早起き、

移動は自転車……と、できる

ことから始めている。（取材・福本）
おきなが

オオムラサキが舞う
里山を守りたい　

オオムラサキが舞う
里山を守りたい　

●米原市多和田1443●TEL：0749-54-0440

●集合場所：多和田会館
●時間：15：00～

こくちょう

葉の裏に隠れている葉の裏に隠れている
幼虫を探すカウント調査幼虫を探すカウント調査
葉の裏に隠れている

幼虫を探すカウント調査

Oh Me
オー！ミー

この情報紙は「滋賀ガイド」と提携しています

発行部数：100,000部

毎　日　新　聞 2011年（平成23年）6月9日（木曜日） 1

毎週木曜発行 
●Oh!Me編集室／株式会社ヤマプラ：近江八幡市桜宮町294 TEL0748-34-8872 FAX0748-34-8927
●広告／滋賀毎日広告社：大津市打出浜3-16 TEL077-522-2603
●発行／毎日新聞大阪本社開発宣伝部：大阪市北区梅田3-4-5


